
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■改定の背景と目的 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

方針改定の視点等 

・現行の防災街づくり基本方針は、阪神・淡路大震災を契機として、

安全・安心・安定の街づくりを着実に実現するために平成１０年

に策定されました。 

防災街づくり基本方

針は、基本構想、基本

計画、新実施計画の計

画体系の中で、都市整

備分野の総合的な方針

である都市整備方針の

分野別方針の一つとし

て位置づけられていま

す。 

・東日本大震災の発生や首都直下地震の切迫性の高まりなどの社会

情勢の変化や土地利用の変化、新たな法令や、国や都などの新た

な方針等を背景とし、本方針は都市整備方針との整合性を図って

目標年次を定めており、都市整備方針が平成２７年３月に改定さ

れたことを受けて、防災街づくり基本方針を改定します。 

・今回の改定は、都市整備方針や地域防災計画等との整合性を図り、

最新の防災対策に関する知見を取り入れ、合わせて区民に防災街

づくりの取り組みを分かりやすく示す方針とすることを目的とし

ます。 

 都市整備方針やその他の関連計画等との整合性を図る 
 東日本大震災で得た教訓や首都直下地震の切迫性の高まり、市街地の状況の変化などに応じて新たな視点や
取り組みを加える 

 各事業を主要なテーマごとに整理し、分かりやすい内容とする 

≪新たな「防災街づくり基本方針」≫ 

 

序章 はじめに 

  １．改定の背景と目的 
  ２．位置づけ 
  ３．方針の構成 

  ４．今後の改定の考え方 
  ５．対象とする取り組み 
  ６．関連する法律・計画等  

 
 
第１章 現況と課題 

  １．市街地の現況 
  ２．防災街づくりの課題 
    ３．復興街づくりのこれまでの取り組みと課題 
 
 
第２章 目指すべきまちの姿 

  １．基本理念 
  ２．防災街づくりの基本的な考え方 
  ３．復興街づくりの基本的な考え方 

 
 
第３章 実現への方策 

  １－１．４つの目標を実現するための防災街づくり 
  １－２．地区特性に合わせた防災街づくり 
  ２．復興街づくり 

 
 
終章 協働による防災街づくりを進めるために 

  １．区民・事業者・区の役割 
  ２．地域力の向上 
  ３．多様な主体との連携 

 

 

≪現行方針≫ 平成１０年策定 

 

 

■方針改定の視点 

１．防災街づくり基本方針策定の考え方 

１－１ 計画策定の背景 

１－２ 計画の位置づけ 

１－３ 計画の視点 

２．めざすべき防災市街地像＝防災生活圏 

２－１ 防災生活圏の考え方と構成要素 

２－２ 防災生活圏形成に向けての課題 

２－３ 防災生活圏づくりとミニ防災生活圏 

３．防災街づくりの方針 

３－１ 防災生活圏及びミニ防災生活圏の形成整備 

３－２ 学校の防災活動拠点化 

３－３ 避難空間の整備 

３－４ 都市施設防災ハンドブックの作成 

３－５ 復旧・復興プログラムの確立 

４．防災街づくりの推進にあたって 

４－１ 防災コミュニティの育成と参加

による街づくりの推進 

４－２ 計画的・総合的な防災街づくりの

推進 

さらに、本区の防災

に関する総合的な計画

である地域防災計画の

一部としても位置づけ

られています。 

別紙１ 

はじめに 

■「防災街づくり基本方針」とは 


